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図４変形おさ補助ノズル方式のＡＪＬにおけるよこ糸の運動モデル
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ここで，ｑは糸の空気摩擦係数，りはよこ糸の直径，ｐは空気密度，“はメインノズ
ル加速管内噴流速度，〔ﾉBはおさ内での噴流速度，Ｌはメインノズル先端からよこ糸先
端までの長さ，およびａは糸と貯留ドラムとの接触角度である．また，式(4)は，よこ
糸が貯留ドラムから引き出される時の力として，SAdanurらにより導かれている．
式(1)のよこ糸の運動方程式を解析するには,糸の空気摩擦係数およびおさ内での噴
、
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学位論文審査結果の要旨
平成１３年１月２５曰，１月３０曰第１,２回学位論文審査委員会を開催し，１月３０曰口頭発表を行い，同日
最終の審査委員会を開催した。協議の結果，以下の通り判定した。申請者は，昭和６１年３月，金沢大学大学
院工学研究科機械工学専攻を修了し，平成１０年４月，石川県工業試験場から本研究科に社会人入学した。申
請論文は，空気噴流を用いて織物を製造する織機であるエアジェットルーム(AJL)の中で，現在主流となっ
ているよこ入れ機構における空気流れを明らかにするため，よこ糸の飛走通路である変形おき溝部へ噴き出
される補助ノズル噴流の特性を詳細に調査し，ＡＩＬにおいて空気消費量が削減可能な，すなわち省エネルギー
化に最適の新型補助ノズル形状を提案，試作した。また，よこ糸飛走通路である変形おさ溝部内の空気速度
分布は，軸対称噴流の速度分布で与えられることを明らかにし，変形おさ内の空気速度分布の詳細な挙動を
測定した。これらの実測値により，よこ糸の運動方程式を数値計算し，よこ糸が織端に到達するまでのよこ
糸運動をシミュレーションした。シミュレーション結果は実測結果と良く一致し，理論モデルの妥当性を立
証した。そして本研究で得られた研究成果は，変形おき補助ノズル方式のエアジェットルームにおける省エ
ネルギー化と汎用‘性拡大のための基礎データとして役立ち，新型の補助ノズルを試作し，工学的，工業的に
極めて有用な多くの研究成果を得ている。本論文は，この分野の開発研究，設計に資するところ大であり，
博士(工学)に値するものと認定する。
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